
貸 借 対 照 表
令和2年 3月31日現在

(単位：円)

科  目 当年度 前年度 増  減

Ⅰ資産の部

  1.流動資産

      現金 0 0 0

      当座預金(借入用) 520 7,787 △ 7,267

      普通預金 671,743 996,365 △ 324,622

      未収金 4,859,571 5,239,244 △ 379,673

      仮払金 0 5,845 △ 5,845

      立替金 0 0 0

      前払金 438,432 443,588 △ 5,156

      流動資産合計 5,970,266 6,692,829 △ 722,563

  2.固定資産

    (1)特定資産

      センター継続拡充積立資産 409,120 0 409,120

      特定資産合計 409,120 0 409,120

      固定資産合計 409,120 0 409,120

      資産合計 6,379,386 6,692,829 △ 313,443

Ⅱ負債の部

  1.流動負債

      未払金 4,039,930 4,898,622 △ 858,692

      前受金 244,480 291,116 △ 46,636

      預り金 72,858 76,309 △ 3,451

      短期借入金 0 0 0

      流動負債合計 4,357,268 5,266,047 △ 908,779

      負債合計 4,357,268 5,266,047 △ 908,779

Ⅲ正味財産の部

  1.指定正味財産 0 0 0

      （うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

      （うち特定資産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

  2.一般正味財産 2,022,118 1,426,782 595,336

      （うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

      （うち特定資産への充当額） ( 409,120 ) ( 0 ) ( 409,120 )

      正味財産合計 2,022,118 1,426,782 595,336

      負債及び正味財産合計 6,379,386 6,692,829 △ 313,443



貸借対照表（内訳表）

令和2年 3月31日現在

(単位：円)

科　　目 法人会計 合　　計

Ⅰ資産の部

  1.流動資産

      現金 0 0 0

      当座預金(借入用) 520 0 520

      普通預金 △ 1,282,677 1,954,420 671,743

      未収金 4,715,974 143,597 4,859,571

      仮払金 0 0 0

      立替金 0 0 0

      前払金 409,432 29,000 438,432

      流動資産合計 3,843,249 2,127,017 5,970,266

  2.固定資産

    (1)特定資産

      センター継続拡充積立資産 409,120 0 409,120

      特定資産合計 409,120 0 409,120

      固定資産合計 409,120 0 409,120

      資産合計 4,252,369 2,127,017 6,379,386

Ⅱ負債の部

  1.流動負債

      未払金 3,987,096 52,834 4,039,930

      前受金 244,480 0 244,480

      預り金 59,003 13,855 72,858

      短期借入金 0 0 0

      流動負債合計 4,290,579 66,689 4,357,268

      負債合計 4,290,579 66,689 4,357,268

Ⅲ正味財産の部

  1.指定正味財産 0 0 0

      （うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

      （うち特定資産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

  2.一般正味財産 △ 38,210 2,060,328 2,022,118

      （うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

      （うち特定資産への充当額） ( 409,120 ) ( 0 ) ( 409,120 )

      正味財産合計 △ 38,210 2,060,328 2,022,118

      負債及び正味財産合計 4,252,369 2,127,017 6,379,386

公益目的事業会計



でま

童
一　．呻

算

胡

則

秘

産

い
嘲
巾
正

４成平
(単位 :円 )

科 自 当年度 前年度 増 灌

I 般正味財産ll減の部
1経常増減の部
(1)l■常収益

■託事業収益

受取配分全

員取材r費等
受収事務背

受取チ .■費

労働者tTF遣事業■受話収益

労働者派遣事業■受話 17益

有料職業紹介事業三証1ヌ益

有十1職業紹介す業受託収益

独自事業収益

交取配分金

受取材料費

受取事務費

受取会費

正会員受取会費

受取補助金■

●取連合交付企

受取 (11)補助全

特定資産運用益

特定資産受取¬1壼

雑1又益

■取和|ロ

雑1又益

経常1ズ益副

(2)l■常費用

事業費

支払n」分企

支F_,Il費■

給十1手 当

臨時雇賃金

よ定福¬1費

退職給付費

"福flF生 費
会議費

旅費交通費

通信運搬費

■器備品費

消耗品費

修結費

F,“ I製本費

光熱水料費

賃借 ll

保険卜:

詰謝企

泄税公課

支F_負担金

委富

`費教材普

支口、子数■

支 1ムホ」自

社費

14,087912

39 182255

1309995
2673857
921,805

628,731

628,731

0

0

588800

487,263

68281

33256

340000

340000

9000,000

4,■ 00000

4,00000
0

0

16

16

0

49202190
42,378,620

,,199657

2,885741

2,73S2'2

4F2801

4F2 801

0

0

686,]57

520265

78885
,7,007

343,000

343,000

0000000
4500000
4コ00000

0

0

11

1 1

0

△ 5,111,278

△ 3 196865

110438
ム 211384

■ 1816467
155930

155980
0

0

△ 47,357

△ 33002
ハ 10604

△ 3,751

△ 3000

`二
3000

。4,64i,159 50654159 △ 5008700

52,F12766

39669518
1 344,427

5527,031

433,013

699,403

386600

22569

1141
340762

380286

14,988

1.648 2Fl

35897

22'990

16.25]

897 ,テ 8

4644F8

148810

124600

14000

298,759

0

7,424

7267

0

58 285284

42898.885

1,2F8251

5,6122'9

411899

980319

336 600

19,811

0

326312

4077'4

29500

1 868404

39960

1916う 0

82,620

,49803

454570
2 186.044

139,800

10500

190870

7500

7144

18,760

0

■ 5572.518

Δ 322,36F
66 1i0

■ S5245

18 111

■ 2809]6
0

1■ 27242

3141

14450
A '7508

△ 14512

219867

■ 4063
33340

△ 6,369

△ 51 525

9908
▲ 2042.734
■ 15200

3500

● 197 111

△ 7500

△ 220

` 11,5020



科 目 当年度 前年度 罐 灌

管理費

給料手■

臨時雇賃金

法t福利賀
退職給付費用

稿利厚生費

会議賛

役員等旅費交通費

旅費交通費

通信運IF費

イ1器 1,ii品 背

,自耗品費

修憎費

F口昴1製本費

t熱・|ド 費
賃借料

保険,
諸謝全

■ill公課

支払負 |・ 企

安託費

支払手数卜|

支F_利 巳

10周 年記念事業費

半費

経常費‖〕計

評価損益等調整前当貨

`常
増減額

基本ul産骨T価損益■

特定資産FT価損益■

投資有価罰1券評価損益■

言T価損益■言

当期経常11減額

2経常外増減の吉「
(1)f常外収益

,常外収益計
(2)経 常外費用

,■4費用訓
■IIJ経常外増減額

当期 1ミ正味財菫増減額

―

",正

哄財ビ翔首残高

―■ 正味財産期末残高

Ⅱ li■ 正味只オ湾ll ttJ,部

は,1て益

1又益副

O)費 ,I

費 3計

当期指定正味財■増減額

指定正味財産期首ヽ高

指定正味財産期末■高

Ⅲ 正味財L期末崚高

1 3311'57

334232
30,102

47.150

2J400

1 568

53933

1803,3

0

22.15も

1 392

66897

0

1503F

1 081

39,OF8

]6,100

58000
200

320000
43.668

56,1

0

0

103'0

l,515,551

395 815

28 845

o2045
23400

3,463

59,100

130236

0

1F817
0

61 174

0

9065
7671

じO S03

21100

,6000
1 200

31『 000

o340,

4074
0

230990

4312

△ 178 194

さ 11 583

1 2=7

△ 4,895

0

■ 1,S95

● 5ユ 6F

50 160

0

4,630

1 392

2 723

0

o9F2

^500
8875
0

2,000

・  1000

=000
■ ,740
1,620

0

Δ 2309911

6028

5,oin 123 59 800835 ■ 5750テ 12

5,5386 ■ 116671 F42012

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

5951:36 二 116176 712 012

0 0 0

O 0 0

O 0 0

o95336 △ 116676 742 012

1426782 1 57:458 L l16 676

2022 118 1 426,782 595386

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

!022 113 1 426782 t,95:36



正味財産増減計算書 (内訳表 )
平成3● 4月 1日 うら●和12■ 3月 :1日 まで

(単

T4目
公益目的手彙会,

法人会計 合計
軌業機会提供事業 就葉機会確景事業 計

1 ,ミ正lt卜に お●■エ
l● ■1曽減の¬1

(,t■ 1ス益
三言E事業1■益 10132 250

= 25= F::
1: F50,:じ 1 :=`]:0 ■413F,1=

i■配分全 9ヽ 18: :5= |
=l l`1255

0 ,1 18J :=5

●■,■費キ | ;(), ,9i つ | ||| ,J: 0 : =〕 1915

in■
`費

0 l ,36 32S 1 386 J=ド i ::`02, 26F:S,F

,F=証 費 0 ,21 1(; IJ1 80= | IJ] 1ヽ:

■慟誓IF遣■■守●:げヌ益 |
=::F31

|」Si;| | う]= F:i

■旬十liせ事業■三111,益 0 12ヽ「 ,] :==「 :l : IJヽ テ
=l

●■ |は

'侶
′|'■■言=,i

0 i J 0 n

●■● I捐 介
=業
■・||■益 | | 0 | 0

J白 ■■1■益 5=: 541 :も もせヽ
=F: lF

1112= iヽ 3 8)|

il■配分企 ]ヽ F 21: | 1ヽ F 21ヽ 0 1:F JI:

,■●1贅 |ド Jヽ : , 5,]'| |

`=2:l
長■草

“

費
`

l``28 1662S lt ::S JJ 25`

il取会費 0 |「 0(■ 11 lF()010 IF〔  )| 1■ ('()11)

上全員三燎会背 | FI I10 lF0 010 1[li〔 | しltn 000

■■i甫

"i■
0 ,(,(,(,1)( I J10 110 0

'|((||||
■版●合交1企 0 ti〕 ('()('(| 4i,0000 | l iiO( (,

三

“

|コ

'●
¨全 | 1:0う  3う 0 li(' ()| | 1:000(

■定● ■運用益 0 | 0 0

li:L資Ⅲ■取利堂 3 ] 0 | |

ヽ1■益 | n | 11 16

,■¬三 0 ● 1 ll ll

ヽ1■さ 0 0 U U 0

iil■ 益:| 11 1lF Fll lJ IFl()IJ i, lll S:: | ;J:
=13

il ●4;1:9

1」 11■贅
「■業費 11つ 1191; ll :,F S21

=2 712 FII
F2 Fl]Ft l

■1■洒]分i 」| :=,=lS | ,||も

':l=
,|||l il:

■■,●■責■ ,■ 1 lJF ] | ;■ 14」 i 1 ,4412F

|.|1手 当 | i「
=F 011

j ,: ()14 : 52「 つ|■

晰]ti責 全 J 1,|()| 1,,rj 1 3 | |llJ

よ定名r十 | ::,40: 6:91(|' 6:, 10'

退責治1責 円 | ,Jb jJ(, ::: 10i
=:` :0つ

植刊厚生背 1 J= ;|■ J:「

`=

22;1,

会議費 ● , 111 |||| :111

51費 ● i亜 責
`

,40 || :40 4ヽ0 F=:

壷言達搬費 0
`卜

(ヽ Jヽ | ,31]ヽ 1
=メ
(, =ヽ |

1器備品昔 | 11,== 111ヽ ヽ 119S`

'|■
吉:費 つ 1 1■ S ti] l t48 :「 1 1 148 271

'桔

費 つ 3,S,F li 31] :5 :つ F

Fい 1やヽ当 0 2:F ,|| 2]F 901 JJF,91

光熟●|1青 0 FI JFl テIJ;l F`251

●借| | S,F FFS ,9F「 Fヽ S3「 FF:

●1■, 10()() 16:1「 8 161 lF` 1114テ
=

烹音蘭J企 0 1=31ヽ l〔 | 113 :10 lll l'10

●●■評 | 12110, IJl l(,t 1=1611

=■
■担卒 つ 1000 11 001 11 000

■11背 1 21` F;| J,:F[: J,i F;|

社●責 I , | 0

■■千X■ | F424 「 111 F 121

■打.「 J壼 0 F JIF i::F F」 |テ

■ ■ 0 | J n



ヽ 日
公益 目的事 業会計

法人会計 合訃
就葉機会提供事業 就葉機会確保事業 計

せ理骨 1 3=F=5F 1 ,3,3iF

綸‖テ当 381232 :S12=2

臨時E賃今 3011: 3010]

法t福利費 4テ 15() 4テ 151j

退職T.イ1費用 20 100 23400

福,1亨上費 166S 1 5`8

会議費 539;す :3033

■員年■費●遁贅 1=0 :96 ]ド (1311

"背
F通費 | 0

通信運搬費 22 4;| 22■1:3

14備 」首費 1 392 ]す12

1肖
=t,兄
贅

=`ヽ
OF

``=,F修結費 0 0

自J昴 1製

^費
l:(サ 〕7 l=037

)LI,水オ1贅
=(,ド
4 「 (,ヽ 4

賃借‖
=,`F:

39 1FS

保険 || 七ll(,0 :` 100

計訥i全 5S O(,()
=8 000

■■公巽 200 2{,(〕

支」ム●ユ企 :20 0tll 3,0000

姜話費 11,61ヽ 43 :6=

●■手■・‖ 5 194 ; |11

支払¬ 堂
`

0

+贅 l{ ,F0 10 :70

[■■月」 11011315 11 =,F S21
=: F12 F`:

1 3:F35F 34()i(口 2`

FT価損益等調整11当 期 l■●増減頷 J2 849 ,F: :Fl 4t)1 120 186 :l`
=,5 ,|,6

ヽ本町産評価損益■ U | 1 | 0

■定資■評価損帯
=

0 0 0 | |

=資
●F証■評価損i■ | | | | |

ゴ価損益■ .I 0 1 | | 0

当期

“
`■

11減額
`Jヽ

11 ,FI JFI ■|ll」 (' 1ド I Jll :0===6

Jl■ ヽ外や■
'■
F

ⅢI■■41‐ 益

「

■ヽ1,益言 0 J 0 0 0

(J)●■■■月

[iヽ書‖計 0 0 3 0 0

当期t常外11減頷 | | | ● 0

に■号・ 振肯|'当

"一
般]味けビ増,な 32 `10 :F6 2Fl 100 1:3 J86216 i,;I II

せ会計lF■硬 | | J 0 0

当期 般工■員オご増減譴 ,2 1ヽ9 IF1 2FI 4,912( 1ドも J16 505336

nt正 lヽr■期首■高 ■ 1192, li!IF 1 421F82

|ヽ上味員オ■匈末●高
'11■

91 l FOF 02F 20]]11,
u指定●味叶■増

'の
キ「

(l川又益

1ス益計 | | | | |

12)費用

費用計 0 0 0 U 0

当嘲指定■L味 |オ■増■姫 , | 0 | 0

1肯

=T哄
計こ期●■´ tl 〔 0

指定正味■産躙ボ■高 0 0 0

Ⅲ ■叫t財 ■期末 1ヽ |れ |;14191 l FOF 9JF :022 11S

ヽi tl″ ■面|ヽ ,ア ニ11.II背111 ■■■1lF ■■ 卜
=■
■
=む



1

2

3

継続事業の前提に対する注記

継続事業の前提に疑義はない。

重要な会計方針

(1)固定資産の減価償却の方法

減価償却資産については、定額法によつているが、現在該当資産なし。

(2)消費税等の会計処理

消費税の会計処理は、税込み方式によつている。

特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及び残高は、次のとおりである。

特定資産の財源の内訳

特定資産の財源の内訳は、次のとおりである。

(単位 :円 )

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

センター継続拡充積立金 0 409,120 0 409,120

〈
口 計 0 409,120 0 409,120

(単位 :円 )

科 目 当期末残高
(う ち指定正味財

産からの充当額)

(う ち一般正味財

産からの充当額 )

(う ち負債に対応

する額)

特定財源

センター継続拡充積立金
409,120 (0) (409,120) (0)

〈
ロ 計 409,120 (0) (409,120) (0)



5 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである.

(単位 :円 )

補助企等の名称 交イ」者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

補助金

運営補助金

運営補助金

国

市|

０

　

　

０

4,500,000

4,500,000

4,500,000

4,500,000

０

　

　

０

指定止味則産

指定正味財産

合計 0 9,000,000 9,000,000 0

財務諸表の注記のうち、次の項目については該当がない。

固定資産の取得価額、減価償去,累計額及び当期末残高

重要な会計方針を変更したときは、その旨、変更の理由及び該当変更による影響額

担保に供している資産

債権について貸倒引当金を直接控除した残額のみを記載 した場合には、当該債権の債

権金額、貸倒引当金の当期末残高及び該当債権の当期末残高

保証債権 (債務の保 llFを主たる目的事業とする公益法人の場合を除く,)等の偶発債務

満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

基金及び代替基金の1曽減額及びその残高

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

・関連当事者との取引の内容

キャッシュ フロー計算書における資金の範囲及び重要な非資金取引

重要な後発事象

その他公益法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産増減の状況を明らか

にするために必要な事項


